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パ ネ ル

体
も

、

円
了
の

「

哲
学
館
仏

教
専
修
科
講
義
録
」

に

発
想
を

得
て

い

る

と

思
わ

れ
る）

。

つ

ま
り、

仏

教
学
者
や
印
度

哲
学
者
の

講
義
を

「

講
義
録
」

と
し
て

パ

ッ

ケ
ー

ジ

化
し
、

そ
れ
を

活
字
メ

デ
ィ

ア

と

し

て

刊
行
し
た
の

が
こ

の

シ

リ
ー
ズ
で

あ
り、

こ

の

シ

リ

ー
ズ
が
、

学
校
と

い

う
場
で

教
科

書
と

し
て

用
い

ら
れ

た

の

で

あ
る

。

つ

ま

り
、

米
峰
は、

教
科
書
を
販

売

す
る

役
割
を
鶏

声
堂
書
店
で

引
き

受
け
る

の

み

な
ら
ず、

教
科
書
を
出

版

す
る

役
割
も、

丙
午
出
版
社
を

通
じ
て

引
き

受
け
た
の

で

あ
る

。

　

明
治
三

十
年

代
は

近
世
的
読
書
の

世
界
か

ら
、

活
字
メ

デ
ィ

ア

を
基
盤

と

す

る
近

代
的
読
書
世
界
へ

の

転
換
期
で

あ
る

（
永
嶺
重

敏
）

が
、

明

治

三

十
年
代
以

降
の

読
書
文
化
の

変
容
は、

出
版
社
を
通
じ
て

刊
行
さ

れ
た

出
版
物
を
通
じ
て

、

（
ま
た、

学
校
教
育
と

い

う

場
を

通
じ

て
）

「

仏
教
を

学
ぶ
」

と
い

う

読
書
実
践
を
も
た

ら
し

た

の

で

あ
り、

そ

の

読
書
実
践
を

支
え

る
テ
キ

ス

ト

を

提
供
し

た
の

が
、

丙
午
出
版
社
と

い

う

出
版
メ

デ
ィ

ア

の

は
た
し
た

役
割
で

あ
っ

た
。

パ

ネ

ル

の

主
旨
と

ま

と

め

大

　
谷

栄

　
一

　

本
パ

ネ
ル

は、

近

代
日
本
の

革
新

的
な
仏

教
運
動
で

あ
る

新
仏
教
運
動

の

全

体
像
を
明
ら
か

に

す

る

た

め
、

二

〇
〇
七

年
八

月
に

結

成
さ
れ

た

新

佛
教
研
究
会
（
代
表
者
・

吉
永
進
一

氏）

の

研
究
成
果
の

中

問
報
告
と

し

て

実
施
さ

れ
た

。

今
回
は、

「

明
治
仏
教
と

メ

デ
ィ

ア
」

の

分
析
と

い

う

テ

ー

マ

の

下、

仏
教
の

教
説
や

思
想

、

メ

ッ

セ

ー

ジ

等
を
伝
え
る

者
（
発

信
者）

と
伝
え
ら
れ

る

者
（
受

信
者
）

の

間
の

コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

あ

り

方
と

そ
の

手
段
（
メ

デ
ィ

ア）

を

検

討
す

る

た
め

、

「

演
説
」

「

講

演
」

「

大

学
」

「

雑
誌
」

「

出
版

社
」

と

い

う

具
体
的
な
ト

ピ

ッ

ク

を

取
り

上
げ、

四

名
が

報
告
を

行
っ

た
。

　
星

野
報
告
で

は
、

明
治
前
期
の

「

仏
教
演

説
」

に

焦

点
を
当
て、

明
治

十
年
代
中
葉
か

ら

明

治
二

十
年
代
初
頭
ま
で

が

活
発
な

時
期
で

あ
り、

知

識
人

教
化
を

問
題
と

し、

「

演

説
」

と

い

う

新
し

い

媒
体
を

用
い

た

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー
シ

ョ

ン

で

あ
っ

た
こ

と

を
明
ら
か

に

し

た
。

続
く
岡
田
報
告
も

「

仏
教
演

説
」

を

取
り
上
げ、

「

節
談

説
教
」

に

代
わ
っ

て

「

仏
教
演
説
」

と

い

う

新
た
な

教
化
手
法
が

採
択
さ

れ

て

い

く
歴
史
的
経
緯
を

、

西
洋
式

の

修
辞
法
や

弁
論
術
を

導
入
し
た

「

演
説
の

名
手
」

加
藤
咄
堂

（

「

八

七

〇
1
一

九
四

九）

の

著
作
と

活
動
に

注
目
し

て

分
析
し
た

。

岩
田

報
告
で

は、

宗
教

的
伝
統
に

対
す
る

「

白
由
討

究
」

と

い

う
態
度

・

方
法
の

問
題

を

取
り

上

げ、

前
田

慧
雲
（
一

八
五
七

ー
一

九
三

〇）

の

「

自
由
討
究
」

の

主
張
に

対
す
る

西
本
願
寺
教
団
の

対

応
、

前
田
が

学
長
を
務
め

た

高
輪

仏
教
大

学
の

教
育
や

出
版
・

演
説
活
動
を
分
析
し
た
。

大
谷
報
告
で

は
、

高
嶋
米
峰
（
一

八
七
五

ー
「

九
四
九）

ら

に

よ

っ

て

創
設
さ

れ

た

丙
午
出

版
社
の

出
版
活

動
を

対
象
と

し、

明
治

後
期
以

降
、

「

仏
教
」

に

関
す
る

情
報
や
知

識
、

学
知
が

「

出
版
社
」

と

い

う

メ

デ
ィ

ア

を

通
じ

て

ど
の

よ

う
に

公
に

さ

れ
て

い

っ

た

の

か

を

考
察
し

た
。

　
コ

メ

ン

テ

ー
タ

の

赤
松
徹

真
氏
か

ら

は
、

各
報
告
に

対
し

て、

懇
切

丁

寧
な
コ

メ

ン

ト

が

な

さ

れ
た

。

星

野
報
告
に

対
し
て

は
、

真
宗
の

伝
統
で

は

「

法

談
」

や

「

示
談
」

と
し

て

門
徒
に

教
え
を
説
く
こ

と

は

行
わ
れ
て

い

た
が
、

不

特
定
多
数
の

聴

衆
に

対
す
る

「

演

説
」

と

い

う
言
語
行
為
に

は

新
し

さ
が

あ
り、

そ

れ
は
時
代
状
況
と

関
連
し
て

い

た

こ

と

が

述
べ

ら

れ
、

岡
田

報
告
に

は
、

明
治
六

年
の

教
部
省
達
に

よ

っ

て
、

旧
来
の

「

法
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談
説
法
」

は

事
実
上
禁
止
さ
れ
、

そ

の

こ

と

が

「

節
談
説

教
」

の

衰
退
の

大
き
な
原
因
に

な
っ

た

こ

と

と
、

演
説
・

講
演
の

聴
衆
の

変
化
に

つ

い

て

も

考
え
る
必

要
が

あ
る

こ

と

が

指

摘
さ
れ
た

。

岩
田
報
告
に

は、

高
輪
仏

教
大
学
の

廃
止
は、

明

治
三

六

年
に

明
如
宗
主
が

遷
化
し
、

鏡
如
（
大
谷

光
瑞
）

が

西
本
願

寺
の

宗
主
を

継
承
し
た
こ

と
が

教
団
の

学
制
方
針
の

変

更
に

大
き
な

影
響
を
与
え

た

こ

と

と
、

高
輪
仏
教
大
学
の

教
員
の

給
料
が

膨
大
で

あ
っ

た

こ

と

も

廃
止
の
一

因
で

あ
っ

た
と
の

コ

メ

ン

ト
が

寄
せ

ら

れ
た

。

大
谷
報
告
に

つ

い

て

は、

丙
午
出
版

社
の

出
版
活
動
は

中
流

階
級

を
対
象
と

し
、

そ

の

啓
発
を
め
ざ
し
た

新
仏
教

運
動
と

の

共
通
点
が

あ
る

の

で

は

な

い

か、

と

の

指
摘
が

な
さ
れ

た
。

赤
松
氏
の

コ

メ

ン

ト

は
、

各

報
告
者
の

研

究
対
象
を

時
代
の

変
遷
や

具
体
的
な

状
況
と

の

対
応
の

中
で

動
態
的
に

把
握
す
る

必

要
性
が

あ
り、

ま

た、

仏
教
を
め

ぐ
る

従
来
の

伝

統
や

新
た

な

動
向
と
の

関
係
の

中
で

重

層
的
に

検
討
す
る

こ

と

の

重

要
性

を

報
告
者
た

ち

に

示
し
た
も
の

で

あ
っ

た
。

　

ま

た、

フ

ロ

ア
か

ら
は、

「

仏
教
演

説
」

の

通
仏
教

的
な
主

張
の

背
景

、

そ
の

理

念
と

実
践
の

ず
れ

、

「

知

識
人

教
化
」

の

「

知
識
人
」

の

具
体
像

（
星
野

報
告）
、

高
輪
系
教

職
員
ら
が

中
心
と

な
っ

て

結
成
し
た

真
宗

本

派
同
志

会
の

そ

の

後
の

動

向
（

岩
田

報
告）

、

江

戸
時
代
の

談
林
で

の

教

科
書
販
売
と

丙

午
出

版
社
の

教
科
書
販

売
の

共

通
性
と

違
い

（
大

谷
報

告
〉

等
に

つ

い

て
、

多
く
の

質
問
や

意
見
が

寄
せ

ら
れ
た

。

　

各
報
告
者
が

取
り
上
げ
た

ト
ピ

ッ

ク

や

対
象
は

先
行

研
究
で

も

取
り
上

げ
ら

れ
る

こ

と

は

あ
っ

た

が、

「

明

治
仏
教
と

メ

デ
ィ

ア
」

の

分

析
と

い

う
テ
ー

マ

は

新
た
な

視
点
で

あ
り
、

明
治
仏
教
史
の

上

書
き
・

保
存
に

よ

る
当
該

分
野
の

更
新
に

向
け

て

の

手
ご

た
え
と

多
く
の

課
題
を

感
じ

た

パ

ネ
ル

と
な
っ

た
。

地
域

社
会
に

お

け
る
慰
霊
顕
彰
の

伝
統
と

現
在

　
　

代
表
者
　
孝
本
　
貢

コ

メ

ン

テ

ー
タ

　
土

居
　
浩

　
　
　

司
会
　
村
上

興
匡

近
世
農
村
に

お

け

る

慰
霊
顕
彰

清

水
　
克

行

　
本
報

告
で

は、

中
世
〜
近
世
移
行
期
（

］

六

世
紀
後
半
〜
　

七

世
紀
前

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
て

ワ

か

ぎ
し

ょ

う

半
）

の

日

本
列

島
各
地
で

行
わ
れ

た

鉄
火
起
請
（
争
っ

て

い

る

当
事
者
同

士
が

焼
け
た
鉄

片
を

握
っ

て、

火
傷
の

有
無
で

勝
敗
を

決
定
す

る

神
明
裁

判
）

を
具

体
的
な

素
材
と

し

て
、

近
代
日
本
の

「

戦
争
死
者
慰
霊
祭

祀
」

の

基

礎
と

な
っ

た

で

あ
ろ

う

社
会
実
態
と

思
想
を

、

前
近

代
社
会
の

な
か

に

探
っ

て

み

た
い

。

　
鉄
火
裁
判
に

つ

い

て、

報
告
者
は

現
時
点
で

約
四

〇
件
の

事
例
を
確
認

し
て

い

る

が
、

そ
れ
ら
は
一

五

五
六

〜
一

六
六

〇
年
の

約
一

〇
〇
年
間
に

集
中
し

て

確
認
さ

れ、

な
か

で

も
一

六

〇
〇
〜
一

六
一

〇
年
に

流
行
の

ピ

ー
ク

を
迎

え
る

こ

と

が

指

摘
で

き

る
（
領
主

側
か

ら

発
案
さ

れ

た
も

の

か
、

村
落
側
か

ら

発
案
さ
れ

た

も
の

か、

に

つ

い

て

は

研
究
史
上
で

も
見

解
の

対
立
が

あ
る

）

。

地

域
分
布
は、

北
は

陸

奥
仙
台

、

南
は

肥
前

大
村

に

ま
で

確
認
さ
れ
、

当
時、

ほ
ぼ

列
島
各
地
で

実
施
さ

れ
て

い

た

と
考
え

ら
れ
る

。

ま

た
、

鉄

火
裁
判
は

犯
人
探
し

型
と

紛
争

解
決
型
の

二

類
型
に

区
分
で

き
る

が
、

と

く
に

紛
争

解
決
型

鉄
火
裁
判
の

場
合、

当
該
期
に

多
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